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24.蓋接担のう穿事l造影27俄の検討

一臣のう癌診断における有用性iこついて一
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3年開に施行した甚接担のう穿京U27例〈胆石22伊ij，毘
道癌5倒)を検討した。対象は担のう造影陰性候iで，原
則として超音波映鏡下に穿剥した。術前診断及び担道感
染症に対するドレナージを冨的とした。合併症は， 1摂i
に胆汁漏出をみたが，経皮的ドレナージにて治恋した。
関塞部X謀議を，かんとん聖・透亮像充満型・しめつ
け型・増殖型の 4型iこ分類した。後の 2型は悪性疾患に
特徴的であった。切除可能な胆のう癌 1倒を誤覧した。 
25. びまん性肝装患における超音波診翫
。斉藤正之，高輯豊太郎，金田丞亮
(靖水厚生)
従来肝疾患において超音波検査の対象とされてきたの
は，摂局性病変がその主体で、あったが今田びまん性好疾
患について，その診断と意義について検討した。対象は
昨年当毘で、超音波検査を施行しかっ，腹腔鏡及び肝生検
のできた肝硬変，護性肝炎，急性肝炎，脂肪肝について
で， その各々に当院の超音波診断基準をもうけ検討し
た。その結果，典型的な肝硬変iこはかな雪の診断率が得
られるが慢性肝炎では，ややその率が抵くなっている。 
26.肝超音波検査が診断!こ有効であった肝嚢鹿性装患
痘傍
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肝嚢密性疾患は，超音波検査， CTスキャンなどの進
歩によヲ，報告例が壇しているが，当読においても，過
去工年開に，超音読挨査によって， 11例の肝嚢胞性疾患
痘僻を経験した。今回はそのうち，巨大孤立性肝嚢抱，
多発性肝嚢抱，肝1農蕩の典型倒各1例について報告す
る。診断にあたって，肝シンチグラフィ、一， CTスキャ
ン，超音波検査を行なったが，超音波検査で辻，病変の
賓的診断が可能となるばか安で主く，超吾波挟橡下ドレ
ナージなど，治療的主応用も可能であ!J，有用であっ
た。 
27.無症状で診翫された蕗癌切除僚の 1俄

一特に超音波ワニア電子スキャンの有用性一
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症例， 55歳，女性。岳覚症状および理学的所見に異常
なく，車清肝炎の既往から Follow・upされていた。ス
クヲーニングとして撞行された超音波検査によ 9捧体部
に一致してE華麗蕩が証明され，諾検査の結果よ予捧体部
癌として廃旗手術がなされ，切除可能であった。大きさ
は3 x4cmの体部癌であり，組織診断は ductalcel1 
carcinomaであった。謄癌の皐期の診断に超音波リニア
電子スキャンによるスクリーニングを広く行うことが重
要である。
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性行為感染症には性交ないし類訟の行為によ予伝染す
る疾患が含まれているが，病原体として， スピロヘー
タ，締菌，ウイノレス，クラミジア，真菌，寄生虫，原去
があげられていて，従来の性病よ予広い範囲の疾患が含
められている。
スピロヘータ属のトレポネーマ・バリズムを病原体と
する梅毒はペニシリンを始めとする抗生物震の進歩とと
もに急速に減少しているが，しかし皮疹・粘膜疹を有す
る第 1期・第2第梅毒症例が散発的に発生している。ま
た血、清学的検査のみ陽性の港伏揮毒の症例も減少の{頃向
にある。さらに梅毒の治療にはペニシリンを主律とする
抗生物費を 2.-3週間にわた予投与すべきで為ることを
報告した。ついで、徐々ではあるが，梅毒惑染に関する免
疫学が進歩し始めており，感染初期の梅毒症例では遅延
型・過敏症の出現が抑制されていて，液f生抗体の産生の
み行なわれていることを述べた。
結菌による疾患としては淋疾および軟性下措があげら
れる。淋疾はわが国でもベニシリナーゼ産生菌が検出さ
れるようになっており，最近経験した接尿道性護蕩を形
成した症例を報告した。さらに軟性下好に擢患して，宥
請横痘を併発した 2症例を報告した。
ウイルスを病原体とする性行為惑染症には陰部癌疹，
尖圭コンジロ}ムおよび豆B ウイノレス肝炎が含まれて
いる。 E会部寵疹は単純症疹ウイ Jレスを病原体とする小水
建疾患であり，性行為によ担伝染するが，皮j書粘膜症状
としては女性の方が男性よ予も激しく出現する。陰部痘
